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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月8日(2011.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検査部品の頭部あるいは鍔部を搬送面に吊下して搬送する搬送手段と、
　前記搬送手段上の被検査部品の頭部あるいは鍔部を搬送面から浮かせる手段と、
　浮いた状態の前記被検査部品を自転させる自転ユニットと、
　前記被検査部品の側面を撮像可能な位置に配置され、当該被検査部品の自転に伴ってそ
の全周を走査するカメラと、
　を備えることを特徴とする部品検査装置。
【請求項２】
　前記被検査部品を浮かせる手段が、上方へ湾曲した形状を成し、当該被検査部品の下方
に配置される板であって、当該被検査部品の下端が当該湾曲面を摺動しながら移動するこ
とで浮くように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の部品検査装置。
【請求項３】
　被検査部品の頭部あるいは鍔部を搬送手段の搬送面に吊下し、当該被検査部品の頭部あ
るいは鍔部を搬送面から浮かせた状態で当該被検査部品を自転させ、当該被検査部品の自
転に伴ってその全周をカメラで走査することを特徴とする部品検査方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の部品検査装置は、上記課題に鑑みて創成されたものであり、被検査部品の頭部
あるいは鍔部を搬送面に吊下して搬送する搬送手段と、前記搬送手段上の被検査部品の頭
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部あるいは鍔部を搬送面から浮かせる手段と、浮いた状態の前記被検査部品を自転させる
自転ユニットと、前記被検査部品の側面を撮像可能な位置に配置され、当該被検査部品の
自転に伴ってその全周を走査するカメラとを備える。なお、前記被検査部品を浮かせる手
段が、上方へ湾曲した形状を成し、当該被検査部品の下方に配置される板であって、当該
被検査部品の下端が当該湾曲面を摺動しながら移動することで浮くように構成されている
ことが望ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の部品検査法方法は、上記課題に鑑みて創成されたものであり、被検査部品の頭
部あるいは鍔部を搬送手段の搬送面に吊下し、当該被検査部品の頭部あるいは鍔部を搬送
面から浮かせた状態で当該被検査部品を自転させ、当該被検査部品の自転に伴ってその全
周をカメラで走査する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明によれば、被検査部品の頭部あるいは鍔部を搬送手段の搬送面から浮かせた状態
で自転させて、その外周をカメラで走査する。これにより、被検査部品が自転する際に、
頭部あるいは鍔部が搬送面と擦れないので、損傷を防止することができる。しかも、走査
時に被検査部品が擦れて振動することもないので、正確な走査結果を得ることができる。
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